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面接しました 
 学校生活では、３年生が次のステップに向

けて頑張っています。節分で豆をまいて新し

い春の訪れに向けて準備をするのが節分で

すが、３年生にとって「受験」とは、それぞれ

の春に向けた大切な取り組みです。 

 １２月から面接の練習ということで、一人ひ

とりと校長室で話をする機会に恵まれました。

面談に向けて、全員「面接シート」を用意する

のですが、その内容を確認しながら面接をす

るわけです。まさか入学試験当日の面接と全

く同じにはならないのでしょうけれども、一

人ひとりがどんなことを考えて次のステップ

やその先のキャリアについて考えているのか

なぁと、私は全身をアンテナのようにして面

接の練習に臨みました。 

 そこで感じたこと。それは、一人ひとりが自

分のことをしっかり見つめて面接に臨んでい

るということです。面接シートに自分で書い

たことを、さらに詳しく具体的に語ってくれ

ました。時々、さらに深く質問することもあっ

たのですが、そのことにも動じることなく、受

け答えをしてくれたと感じました。多くの３年

生にとってはこれからが本番。あとは体調を

しっかり整えて、実力を発揮してほしいと願

っています。 

 

節分 

 ２月３日（金）は節分です。節分と言えば豆

まき。我が家は長男が年男なので、彼が中心

になって豆まきをするはずです。豆まきの後

は、「歳の数だけ、豆を食べる」のですが、こ

れは次男がまだ幼かったころ、自分が食べら

れる数が少なくて号泣したことから、我が家

では食べたい数（？）だけ食べてよいことに

なっています。 

 もともと節分とは、読んで字のごとく、「季

節を分ける」日。日本にはもともと四季であ

る「春夏秋冬」よりも、もっと細かく季節を表

す「二十四節気（にじゅうしせっき）」というも

のがあります。四季を六等分して「二十四」に

なるのです。その二十四節気の中で季節の節

目を「立春」「立夏」「立秋」「立冬」といいます

が、その前日を「節分」というのだそうです。

漢字の通り「季節の分かれ目」「季節の変わり

目」のことを指します。ですから「節分」という

のはもともと四つあったのですね。季節の変

わり目には、邪気が入り込むと昔の人は考え

たため、それを追い払う行事を行いました。 

 

邪気を払う？ ？  
 ところで、節分に邪気を払うというとちょっ

と恐ろしいことをイメージしてしまいますが、

実際はどうなのでしょう。 

 いろいろな説があると思うのですが、私は

季節の変わり目というのは、心身の変調を感

じやすい時期なのではないかと考えていま

す（あくまでも私の感じ方です）。この時期で

あれば急に寒くなるなどして、体が縮こまっ

てしまうし、コロナ以前ではインフルエンザが

流行する時期でもあったかと思います。春か

ら夏、夏から秋、秋から冬……。私は、それぞ

れの季節の変わり目で、心と体が順応してい

くために、不調を感じることが多く、それを昔

の人は「邪気」という言葉で表していたので

はないかと考えました。そして豆をまいて邪

気を払い、さらには栄養もとろう！という知

恵なのではないかと思うのです。 
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恵方巻？ ？  
 最近は節分に行うこととして、「豆まき」以

外に「恵方巻」もあります。私が子どもの頃に

はこんな風習はなかったなあと感じています。

どちらかというと最近の風習？ですよね。 

 気が付けば、この時期になると、クリスマス

の時のケーキのように、コンビニやスーパー

で「恵方巻」が売り出されます。何を隠そう、

我が家でも「今年の恵方はどっち？」等とい

う会話がされますし、きっと今年も家族で同

じ方角を向いて一言もしゃべらずに、もぐも

ぐしているでしょう。 

 私たちの風習や生活様式は、実は少しずつ

変わってきています。伝統的なようでいて、

新しい様式がどんどん加わります。大切なの

は、私たちの日々の健康とちょっとした幸福

感です。生活が充実していると、やる気が出

てくるものです。 

 昔の日本では、春は一年の始まりとされ、

特に大切にされました。江戸時代以降は、「節

分」と言えば、特に「立春の前日」を指すよう

になったそうです。旧暦では、立春が新年の

初めの日、その前日は今でいう大晦日に当た

ります。一年の最後の日に、邪気を追い払い、

良い新年を迎えるための準備の日という意

味がありました。豆をまいて邪気を払う（＝

心身を整える）、とても大切な日なのですね。

実際に豆をまく、まかないはともかく、季節

の変わり目、節分を節目に、春に向けて気持

ちをリフレッシュできるといいですね！ 

 

実はあと 5～7週間 
 先日、３年生のある生徒と話をしていて気

が付きました。３年生は受験に向けてバタバ

タしていると思いますが、卒業まで残り５週

間ほどとなりました。１・２年生も残り７週間

ほどしかないのです。なんだかあっという間

です。やり残したことはありませんか？残り

のわずかな時間を充実したものにしてほしい

です。 

 

ご存じですか？ 野比画廊 
 皆さんは「野比画廊」のことを知っています

か？大作の交差点を北下浦方面へと向かう

途中、右側の住宅地へと下り、ＹＲＰ野比駅手

前で京浜急行をくぐるガードにあります。こ

の画廊は野比中学校区青少年育成活動地域

連絡会の皆さんが整備してくださっていて、

毎年野比中学校の生徒の作品を掲示してく

ださっています。 

 近くを通ることがありましたら、ぜひ鑑賞し

てみてください。いつのころからこの画廊が

設置されたのかはわかりませんが、学校運営

協議会のメンバーでもある連絡会の石井さ

んから、先日も野比中生の頑張りについてお

褒めの言葉をくださいました。 

 皆さんに忘れないでほしいのは、野比画廊

のこともそうですが、地域の方々の中には、

野比中生の頑張りを見届けてくれている方

がいて、いつも応援してくださっているとい

うことです。とてもありがたいことですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 


